
第 1章

ターミナルの使い方

Railsによる Webアプリ 開発では、 ターミ ナルという ソフト ウェア

が重要な役割を果たします。 本章では、 ターミ ナルの起動方法とシェ

ルコマンド の実行方法について学習します。

1.1 ターミナルの起動方法

OS X にはタ ーミ ナルと いう ソ フ ト ウ ェアが標準で備わっ ていま す。

Finderの「 アプリ ケーショ ン」 →「 ユーティ リ ティ 」 からターミ ナルを起動

できます。 図 1.1のよう な外観をしています。

図 1.1 OS Xのターミ ナル
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第 1章 ターミナルの使い方

Ubuntu の場合は同種のソフト ウェアに「 端末」 という名前が付いていま

すが、 本書では OS X に合わせて「 ターミ ナル」 と呼ぶことにします。

端末を起動するには、 Dash*1に対して「 term」 という キーワード を入力

し 、 検索結果の中から 「 端末」 を探してクリ ッ クします*2。

その外観は図 1.2のよう になり ます。

図 1.2 Ubuntuの標準ターミ ナル

1.2 シェルコマンドの実行

私たちはこのターミ ナルを用いてコマンド（ command） を入力します。 コ

マンド を入力した後で Enter キーを押すことを 、「 コマンド を実行する」 と

表現します。

ターミ ナルに入力されたコマンド を解釈し 、 OS を操作するソフト ウェア

をシェル（ shell） と呼びます。 シェルはターミ ナルの上で動いています。

シェルには sh、 tcsh、 zsh など多数の種類があり ますが、 OS X と Ubuntu

の標準シェルは bash です。

シェルが受け付けるコマンド を特にシェルコマンド （ shell command） と

呼びます。 本書では、 シェルコマンド を次のよう な書式で表示します。

*1 Ubuntu のデスクト ップ左上隅にある Ubuntu ロゴマークをクリ ッ クするとアプリ ケー
ショ ンやファイルを検索するウィ ンド ウが現れます。 これを Dash と呼びます。

*2 Ubuntu の端末には Ctrl + Shift + T という キーボード ショ ート カッ ト が用意されて
います。 キーボード で Ctrl、 Shit、 T の各キーを同時に押してく ださい。 この組み合わ
せを覚えれば、 Dash で検索するより も素早く 端末を起動できます。
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1.3 コマンドの本体と引数

$ mkdir work

行頭の $ は、 シェルがユーザーから のコ マン ド 入力を 待っ ている状

態を 表す記号で、 コマンド プロンプト （ command prompt） と 呼ばれま

す。 実際にターミ ナルに表示されるコマンド プロンプト は bash-3.2$ や

kuroda@oiax:~$ などの形をしていますが、 この本の中では単に $ という

記号で表します。

上記の例では、 mkdir workがシェルコマンド です。 読者の皆さんがター

ミ ナルでコマンド を入力する際には、 行頭の $ 記号を入力しないよう に注意

してく ださい。

1.3 コマンドの本体と引数

コマンド は本体と引数（ ひきすう ） に分かれます。 先ほどの例では mkdir

がコマンド 本体で、 workが引数です。 英語では引数を arguments と呼びま

す。「 数」 という 漢字を含みますが数値とは無関係で、 work のよう なアル

ファベッ ト の列、 ~のよう な記号、 100のよう な数字の列などを引数として指

定できます。

コマンド の本体と引数の間はスペースで区切り ます。 複数の引数を指定す

る場合は、 次の例のよう に引数と引数の間をスペースで区切り ます。

$ mv foo bar

このとき、 foo を第一引数、 bar を第二引数と呼びます。

1.4 文字列について

プログラミ ング用語で foo や bar のよう な文字の連なり を文字列と呼び

ます。 英語では string といいます。
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第 1章 ターミナルの使い方

シェルコマンド の引数として指定したい文字列の中にスペースが含まれる

場合は、 次のよう にダブルクオート （ "） で囲みます。

$ echo "Ruby on Rails"

ダブルクオート の代わり にシングルクオート （ ’） を 用いること も可能

です。

$ echo ’Ruby on Rails’

1.5 sudo コマンド

Unix系 OS には、 root という名前を持つ特別なユーザーアカウント が存

在します。 rootはあらゆるコマンド を実行でき、 あらゆるファイルを変更・

削除できます。 root で誤った操作を行う とコンピュータに深刻な影響を与

えかねないため、 文書作成やプログラミ ングなどの日常的な作業は root以

外の一般ユーザーで行います。

ここまで私たちがターミ ナルに入力してきたコマンド はすべて一般ユー

ザーの権限で実行されています。 rootでないと実行できない（ root権限の

必要な） コマンド をターミ ナルで実行したい場合は、 sudo コマンド に続けて

そのコマンド を入力します。

試しに、 ターミ ナルで次のコマンド を実行してみてく ださ。

$ cat /etc/sudoers

すると 「 cat: /etc/sudoers: 許可があり ません」 という エラーメ ッセージ

が表示されます。 このファイルは root ユーザーの持ち物で、 一般ユーザー
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1.5 sudo コマンド

には閲覧権限があり ません。 しかし 、

$ sudo cat /etc/sudoers

という コマンド を入力すると 「 [sudo] password for kuroda:」 とパスワー

ド の入力が求められ、 あなた自身のパスワード を入力すれば /etc/sudoers

ファイルの中身をターミ ナルに出力することができます。

なお、 この sudo コ マンド は誰でも自由に使えるわけではあり ません。

sudo コマンド を使う 権限を与えられていないユーザーがこのコマンド を実

行すると 、 次のよう なエラーメ ッセージがターミ ナルに表示されます*3。

kuroda is not in the sodoers file. This incident will be reported.

*3 OS X や Ubuntu の初期設定時に作成したユーザーアカウント には sudo コマンド を使
う権限が与えらています。
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第 12章

bundle コマンドの使い方

本章では、 bundle コマンド を用いて Railsアプリ ケーショ ンが依存

する Gem パッケージ群を一括してインスト ールまたは更新する方法

について解説します。

12.1 Bundler とは

Bundler（ バンド ラー） は、 特定の Rails アプリ ケーショ ンが依存する

（ 必要とする ） Gem パッ ケージ群を一括してインスト ールまたは更新する

ツールです。

✓ ✏
正確に言えば、 Bundlerは Rails アプリ ケーショ ン専用のツールではな

く 、 Ruby言語で書かれたあらゆるアプリ ケーショ ンで使用できます。✒ ✑
Railsアプリ ケーショ ンを配布したり 、 本番環境にデプロイ（ 設置） したり

するとき、 Bundlerが重要な役割を果たします。 また、 複数人からなるチー

ムで Rails開発を行う ときには、 Bundlerのおかげで全員の開発環境を一致

させることができます。
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第 12章 bundle コマンドの使い方

12.2 bundle コマンド

Bundlerが提供するシェルコマンド が bundle です。 語末の�r�が抜けて

いる点に注意してく ださい。「 包む」 あるいは「 束ねる」 という意味を持つ英

語の動詞です。

12.2.1 installサブコマンド

bundle の install サブコマンド は、 Rails アプリ ケーショ ンが依存する

Gemパッケージ群を一括してインスト ールします。

✓ ✏
サブコマンド を省略して単に bundle とだけターミ ナルに入力すると 、

installサブコマンド が実行されます。✒ ✑
イ ン ス ト ー ルの流れは ソ ー ス ツ リ ー のルー ト デ ィ レ ク ト リ に

Gemfile.lock と いう フ ァ イルがあるかどう かで変化し ます。 Rails アプ

リ ケーショ ンの骨格を作った直後はこのファイルが存在しません。

Gemfile.lock がない場合、 Gemfile という ファ イルの内容を解析して、

Gem パッ ケージ同士の依存関係を調べ、 できるかぎり 新しいバージョ ン

の Gem ファ イルの組み合わせをインスト ールします。 そして、 その情報を

Gemfile.lock に書き込みます。

Gemfile.lock が あ る 場 合 は 、 Gemfile の 解析 を ス キ ッ プ し 、

Gemfile.lock の情報に基づいて Gem パッ ケージ群を イ ンスト ールし

ます。

あなたが作った Rails アプリ ケーショ ンのソースコード を別の環境にコ

ピーする際は、 この Gemfile.lock を含めてく ださい。 そう することで、 開

発の時に利用したバージョ ンの Gem パッケージ群がコピー先の環境でもイ

ンスト ールされることになり ます。
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12.2 bundle コマンド

✓ ✏
Rails アプリ ケーショ ンのソースコード を第 6章で紹介した git コマン

ド で管理する場合、 必ずリ ポジト リ に Gemfile.lock を登録してく だ

さい。✒ ✑

12.2.2 updateサブコマンド

bundle の updateサブコマンド は、 Gemfileに記述された Gemパッケー

ジ群の一部または全部を更新します。

引数に Gem パッ ケージのリ スト を指定すれば、 それらが更新されます。

例えば、 rails と rake とそれらが依存する Gem パッケージだけを更新す

るには、 次のコマンド を実行してく ださい。

$ bundle update rails rake

引数を省略すると 、 Gemfile にある全 Gemパッケージが更新の対象とな

り ます。

$ bundle update
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12.3 Bundlerの仕組み

✓ ✏
この節には、 少し高度な内容が含まれています。 Rails の学習を始める

にあたっては必ずしも必要ではあり ませんので、 初心者の方はいったん

読み飛ばしても構いません。 あなたの Rails アプリ ケーショ ンに新しい

Gemパッケージを導入する際に読み返してく ださい。✒ ✑

12.3.1 Gemfile

ある Rails アプリ ケーショ ンが依存する Gem パッ ケージのリ スト を

Bundlerが得るための情報源が、 Gemfile という名前のテキスト ファイルで

す。 前章で作成した Rails アプリ ケーショ ン AirBoy のソースコード にも含

まれています。 テキスト エディ タで開いてみましょ う 。

次に示すのは、 その Gemfileからの抜粋です。 ただし 、 シャープ記号（ #）

で始まるコメント 行は省略しています。

source ’https://rubygems.org’

gem ’rails’, ’>= 5.0.0.rc1’, ’< 5.1’
gem ’sqlite3’
gem ’puma’, ’~> 3.0’
gem ’sass-rails’, ’~> 5.0’
gem ’uglifier’, ’>= 1.3.0’
gem ’coffee-rails’, ’~> 4.1.0’

Gemfile に書かれているのは Ruby プログラムで、 各行の冒頭にある

sourceや gem といった文字列は Rubyのメソッ ド です。

source メ ソ ッ ド の 引数に は 、 Bundler が Gem パ ッ ケ ー ジ を

ダ ウ ン ロ ー ド す る 元の URL を 指定し ま す 。 こ の 値は基本的に
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12.3 Bundlerの仕組み

’https://rubygems.org’ 固定で、 変更する必要はあり ません。

gem メ ソッ ド の第 1 引数には、 Gem パッケージの名前を指定します。 必

要に応じ て、 第 2 引数以降に次節で説明するバージョ ン指定子（ version

specifier） を指定します。

Bundler は Gemfile から得られた情報を解析して、 できるかぎり 新しい

バージョ ンの Gem パッケージの組み合わせを見つけ出します。 ただし 、 す

べての Gemパッケージが最新版になるとは限り ません。 Gemパッケージ同

士の間にも依存関係があり 、 古いバージョ ンの Gem パッケージが必要とさ

れることがあるからです。

■コラム : 依存関係の解決に失敗する場合
bundle コマンド を実行した時、 次のよう なエラーメ ッ セージが出る

ことがあり ます。 ただし 、 X の部分には任意の Gem パッケージ名が入

り ます。

Bundler could not find compatible versions for gem "X":

これは Bundlerが依存関係の解決に失敗したことを意味します。 例え

ば、 A および B という二つの Gem パッケージがともに X に依存してい

るとします。 もしここで、 A がバージョ ン 1.0以上 2.0未満の X を要求

していて、 Bがバージョ ン 2.0以上の X を要求しているならば、 Bundler

は Xのバージョ ンを決定できません。

このよう な場合、 私たち自身が A をアップグレード したり 、 B をダウ

ングレード したり して、 調整する必要があり ます。
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12.3.2 バージョ ン指定子

バージョ ン指定子は、 >= のよう な演算子と 5.0.0.rc1 のよう なバージョ

ン番号により 構成されます。 演算子は =、 !=、 >、 <、 >=、 <=、 ~> の 7種類

です。 最後の ~> 以外の演算子の意味は明白です。

演算子 ~> は悲観的バージョ ン演算子と呼ばれ、 ある Ruby アプリ ケー

ショ ンが、 未来にリ リ ースされるバージョ ンの Gem パッケージでも動作す

ることを保証するために使われます。

例えば、 あなたのアプリ ケーショ ンが Gemパッケージ nokogiri のバー

ジョ ン 1.6.0 を利用しているとします。 バージョ ン 2.0 をリ リ ースするまで

nokogiri の作者が Gem パッ ケージの後方互換性*1を維持するだろう とあ

なたが考えるのであれば、 Gemfileで次のよう に書く ことができます。

gem ’nokogiri’, ’~> 1.6’

悲観的バージョ ン演算子は、 バージョ ン番号の最後の桁のアップグレード

だけを許容します。 このよう に書いておけば、 Bundlerは nokogiri のバー

ジョ ン 1.7 や 1.8 がリ リ ースされたらアッ プグレード するけれど、 2.0 がリ

リ ースされてもアップグレード しません。

しかし 、 nokogiri のバージョ ンを 1.7.0 未満にとどめておきたいのであ

れば、 Gemfile には次のよう に記述します。

gem ’nokogiri’, ’~> 1.6.0’

この場合、 Bundlerは nokogiri のバージョ ン 1.6.1がリ リ ースされたら

アッ プグレード するけれど、 1.7.0 がリ リ ースされてもアッ プグレード しま

*1 新しいバージョ ンの Gem パッケージで古いバージョ ンと同じ機能やデータ形式が使え
る状態を、 後方互換性（ backward compatibility） が維持されると表現します。
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せん。

12.3.3 Gemfile.lock

bundle コマンド で Rails アプリ ケーショ ンが依存する Gemパッケージ群

を一括してインスト ールすると 、 ソースコード ツリ ーのルート ディ レクト リ

に Gemfile.lock という名前のファイルが作られます。

Bundlerは、 Gemfile を解析して得られた Gem ファイル同士の依存関係

に関する情報をこのファイルに記録します。 基本的に私たち Rails プログラ

マーが Gemfile.lock を書き換えることはないので、 その中身がどう なって

いるかを気にする必要はあり ません。

ただし 、 ひと つだけ知っ ておいた方がいい点があり ま す。 それは、

Gemfile.lock の末尾につぎのよ う な形式で、 Bundler のバージョ ン番

号が記録されていることです。

BUNDLED WITH
1.12.4

私たちが bundle install または bundle update コマンド を実行する

と 、 その時点での Bundlerのバージョ ン番号がここに書き込まれます。 ただ

し 、 元々書かれていたバージョ ン番号の方が新しい場合は、 次のよう な警告

メッセージが表示されます。

Warning: the running version of Bundler is older than the version

that created the lockfile. We suggest you upgrade to the latest

version of Bundler by running ‘gem install bundler‘.

この場合、 Gemfile.lock末尾のバージョ ン番号は書き換わり ません。 な

お、 gem install bundler コマンド を実行して Bundler をアッ プグレー

ド すればこの警告は出なく なり ます。 複数人からなるチームで Rails アプリ

ケーショ ン開発を行っている場合、 時々この警告を見ることになり ます。 あ

わてずに対応してく ださい。
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